
５ー２ グローバル産地づくり推進事業のうち
規格・認証を活用した加工食品の輸出環境整備【令和３年度予算概算決定額 1,294（469）百万円の内数】

＜対策のポイント＞
輸出先として有望なアセアン諸国に向け、加工食品に係る日本発の規格・認証を活用した輸出のための環境整備を支援します。

＜事業目標＞
農林水産物・食品の輸出額の拡大（２兆円［2025年まで］、５兆円［2030年まで］）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１．アセアン諸国向けJFSセミナー・商談会の開催

輸出先として有望なアセアン諸国をターゲットに、JFS規格の認知度を向上させ加
工食品の輸出拡大を図るため、JFS規格に関するセミナー及びJFS規格取得製品
の商談会の開催を支援します。

２．輸出拡大に向けた日本発規格のモデル的取得及び広報活動への支援
国内外の食品工場等におけるJFS規格のモデル的取得を支援し、海外のマスメ

ディア等を活用して効果的な広報を展開するとともに、海外の流通・小売・政府関
係者を招いた工場視察の実施を支援します。

３．海外における監査体制調査等への支援
国内外におけるJFS規格のステータス向上を図るため、輸出先国における様々な

規格・認証の活用状況及び食品安全の監査体制に関する調査の実施や、食品
安全に係る国際会議での情報収集等を支援します。

＜事業の流れ＞

国 民間団体等
定額

［お問い合わせ先］食料産業局食品製造課食品企業行動室 （03-6738-6166）

＜事業効果＞
食品安全管理の取組向上
日本の食・食文化の海外発信・輸出促進
日本が世界の食品安全のルールメイキングに参画
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